
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（仮称）かつしかアート・カルチャー基本方針 

第二回策定委員会検討資料 

資料編 
葛飾区文化芸術に関する基本方針策定に向けた 

アンケート調査結果（2024 年９月） 
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資料―１ 「葛飾区 区⺠モニター・アンケート調査」（2023 年 11 月）より 
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12%
8%

16%
60%

4%
属性2 団体設立から何年

ア ５年未満

イ １０年未満

ウ １０年以上２０年未満

エ ２０年以上

オ その他

2% 3% 4%
1%

12%

79%

属性１ 団体の法人格

ア 一般社団法人

イ NPO法人

ウ 社会福祉法人

エ 公益社団法人

オ その他の法人

カ 任意団体（法人格なし）

資料―2「葛飾区文化芸術に関する基本方針策定に向けたアンケート」（2024 年９月） 

 

設問１ （貴団体の）活動状況  
属性 1 （問）団体の種類をお知らせください（法人格取得予定は、法人格に含む） 
 今回の回答した団体はほとんどが任意団体であるが、社会福祉法人が４％、NPO 法人が３％、一般社
団法人が２％、その他の法人が 12％となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
属性 2 （問）貴団体は設立して何年ですか？ 
 今回の団体の多くは 20 年以上の老舗団体で、次いで 10 年以上 20 年未満の団体が 16％、5 年未満が
12％となっている。 
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4%

23%

8%

2%
5%

15%

18%

25%

属性3 主な活動

ア 美術・書・写真
イ 合唱・演奏等音楽活動
ウ ダンス・舞踊
エ 国際交流
オ 産業・観光関連
カ 福祉活動
キ 教育
ク その他

18%

36%18%

14%

7%
0%

8%

Q4 主な活動場所
ア かつしかシンフォニーヒルズ・かめあり
リリオホール
イ 地区センター・学び交流館などの地域コ
ミュニティ施設
ウ 学校・その他教育施設

エ その他区内公共施設

オ 区内⺠間施設・事業所

カ 区外公共施設・事業所

キ その他

 
属性３ （問）貴団体の主な活動はなんですか？ 
 今回の団体の活動分野は多岐にわたるが、最も多いのが「合唱・演奏等音楽活動」（23％）で、次いで
「教育」（18％）。「福祉活動」（15％）であった。 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
属性 4 （問）貴団体は、ふだんはどのような場所で活動していますか？またその場所を選択している理

由を教えてください。 
 今回の団体の主な活動場所は「地区センター・学び交流館などの地域コミュニティ施設」（36％）が最
も多く、次いで「かつしかシンフォニーヒルズ、かめありリリオホール」（18％）、「学校・その他教育施
設」（18％）でありほとんどが公共施設となっている。他⽅、「⺠間施設・事業所」は７％となっている。 
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5%

24%

43%

27%

属性5 場所確保課題ありの内訳

①施設が遠い

②適した広さの部屋がない

③予約が取れない

④その他

 
属性 5 （問）貴団体が活動場所を確保する上での課題はありますか？ 
 今回の団体にとって活動場所の確保が課題となっていると答えたのは約 3 割で、そのうち主な理由は
「予約が取れない」（43％）ことであった。 
 

 
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

72%

28%

属性5 活動場所確保上の課題の有無

ア ない

イ ある

【「その他」の主な回答例】 
・予約⽅法の不便さ 
・演奏可能な部屋の少なさ 
・機材の少なさ 
・価格など 
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33%

26%
6%

6%

28%

属性6 活動の頻度

ア 1週間に1回程度

イ 1か月に1，2回程度

ウ 半年に1，2回程度

エ 1年に1，2回程度

オ その他

4% 5% 6% 11%

59% 64% 70% 67%

19% 19% 15% 12%15% 10% 6% 7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

乳幼児期 ⻘少年期 成人期 高齢期

Q1文化芸術活動に触れる機会（世代別）

ア 十分足りている イ 足りている ウ やや足りない エ 足りない

属性 6 （問）貴団体はどのくらいの頻度で活動していますか？ 
 今回の団体は、「1 週間に 1 回」ないし「1 か月に 1，2 回」といった比較的活動頻度の高い団体である
ことがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設問２ 葛飾区の文化芸術に関する基本方針を策定するにあたり、以下の質問にお答えください。 
 
Q1（問）各世代における文化芸術に触れる機会について充実していると思いますか？ 
 今回の回答からは、高齢期になるほど「十分に足りている」と「足りている」の割合が高くなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

【「その他」の主な回答例】 
・週に 3 日以上 
・一部年 4 回程度 
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【不足と感じる理由】以下抜粋 
（乳幼児期） 

・小さい子どもが気兼ねなく音楽や美術に触れる機会や乳幼児向けのイベントが少ない。 
・音楽関係は足りてるように感じるが、絵画・漫画・アニメ・紙芝居などが少ない。 
・広報としての宣伝⼒、アピールが足りない。区⺠に対しての知⾒を広められるとよい。 
・区内に乳幼児を連れて行ける美術館がありません。 
・チケット代が高い。 

（⻘少年期） 
・学業や他の活動で忙しく参加の機会が確保できない、保護者が付き添いできない。 
・授業での体験が無くなっている、学校等で鑑賞や体験の機会を設けた⽅が良い。 
・東京(渋谷や新宿、高円寺付近)などの洗練された文化に触れる機会が少ない。 
・金銭的な面で難しいこともある、日本では音楽、芸術、映画などが高いと感じる。 

（成人期） 
・仕事が忙しい。 
・茶道や華道など体験する機会があるといいのかもしれない。 
・もう少し敷居が低く、気軽に安く聞けたり楽しめたりできるとよい。 
・素敵な“映画館がない。 

（高齢期） 
・情報へのアクセス、移動手段の問題も解決してほしい。 
・近い場所で、手ごろな値段で参加できる芸術・伝統芸能・芸能などが無い。 
・クラシックに明るくなくても行ってみようかなと思える内容や価格に⾒直してほしい。 
・高齢者向けのコンサートなどを開催すると、非常に人気が高く、公演数が足りていない。 
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34%

21%
22%

16%
7%

Q2 高齢者の文化芸術に触れる機会の創出で重要なこと
ア 文化芸術に触れることができる環
境の整備
イ 活動成果を発表する場の創出

ウ 活動、参加するセミナー等の機会
の創出
エ ネットワークを形成した仲間作り

オ その他

Q2（問）高齢者への文化芸術に触れる機会の創出について重要だと思うものは何ですか？（複数選択
可） 

 最も多かったのは「文化芸術に触れることができる環境の整備」（34%）で、次いで「活動、参加する
セミナー等の機会の創出」（22%）、「活動成果を発表する場の創出」（21%）であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q3（問）障害者への文化芸術に触れる機会の創出について重要だと思うものは何ですか？（複数選択可） 
 最も多かったのは高齢者と同じく「文化芸術に触れることができる環境の整備」（34%）で、次いで「活
動成果を発表する場の創出」（21%）であった。 
 

 
 
  

36%

21%

18%

17%

8%

Q3 障害者の文化芸術に触れる機会の創出で重要なこと
ア 文化芸術に触れることが
できる環境の整備
イ 活動成果を発表する場の
創出
ウ 活動、参加するセミナー
等の機会の創出
エ ネットワークを形成した
仲間作り
オ その他

【「その他」の主な回答例】 
・金銭的負担の軽減や支援 
・情報の得やすさ 
・移動のハードル軽減 

【「その他」の主な回答例】 
・バリアフリー対応 
・金銭的負担の軽減 
・未記入 
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27%

20%
12%

24%

17%

Q4 活動を行う際の課題

ア 場所の確保

イ 資金面

ウ 情報発信

エ 人手の確保

オ その他

順位 出現数 文書数 単語
1 43 39 確保
2 24 23 活動
3 14 14 資金
4 11 11 人材
5 13 10 会場
6 10 10 団体

「ある」と回答した方は具体的に教えてください

46%

54%

Q5 活動を発展させていくための課題の有無

ア ない

イ ある

Q4 （問）貴団体が文化芸術活動やイベントを行う際の課題は何ですか？ 
 最も多かったのが「場所の確保」（27％）で、次いで「人の確保」（24％）、次いで「資金面」（20%）で
あった。 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q5 （問）貴団体が今後活動を発展させていくための課題はありますか？ 
 約半分の団体が「課題あり」と回答している。その内容は自由回答を⾒ると、多くが活動場所や資金や
人材の確保となっている。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
  
 
  
 
 

【「その他」の主な回答例】 
・新規発表の機会を探すこと 
・時間の確保 
・未記入多数 

【「ある」の自由回答例】 
・新規会員や若い世代の確保 
・後継者育成、人材確保 
・活動場所の確保 
・集客の確保 
・資金の確保 
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18%

40%
24%

18%

Q6 後継者は育っているか

ア 育っている

イ やや育っている

ウ あまり育ってい
ない

【（あまり）育っていない理由の自由回答例】 
・習うことや体験には前向きだが、リーダー

的立場になりたがらない 
・高齢化で後継者がいない 
・若い人が入らない 
・継続意向はない 

9%
13%

11%
23%

20%

23%

Q7他分野の人材活用の検討「ある」の内訳

① 町工場
② 伝統工芸
③ 商業
④ 大学
⑤ 福祉
⑥ その他

順位 頻出数 文書数 単語
1 26 25 活動
2 17 16 若者
3 14 14 高齢化
4 10 10 後継

「あまり育っていない」「育っていない」と回答した理由

27%

73%

Q7 他分野の人材活用検討の有無

イ ある

ア ない

Q6 （問）現在の活動を今後継続するにあたり、後継者といえる人材は育っていますか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q7 （問）現在の活動の中で、他分野の人材活用を検討したことがありますか？ 
 他分野の人材を検討したことがある団体は 3 割にも満たない。 
検討したことがある団体の内訳は「大学」が最も多く 23％、次いで「福祉」が 20％、「伝統工芸」が 13％
であった。 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【「その他」の主な回答例】 
・学生ボランティア 
・観光関連分野 
・地域の人材 
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24%

76%

Q8 デザインや情報発信の専門の⼒を
活用したいと思ったことがあるか

ア ある

イ ない

34%

15%

3%2%3%

14%

12%

11%
6%

Q9情報収集の媒体
ア 広報かつしか

イ ミル

ウ かつしかFM

エ 車内広告

オ DM

カ チラシ

キ SNS

ク インターネット動画配信

ケ その他

Q8 （問）現在の活動の中で、デザインや情報発信等を行う際、専門分野の力を活用したいと思うこと
はありますか？ある場合、それはどのようなことですか？ 

 他分野の人材活用と同様に、デザインや情報発信の分野の人材活用を考えたことがある団体は 24％し
かなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q9 （問）文化芸術活動に関する情報収集を行う際に利用しているものは何ですか？（複数選択可） 
 媒体として最も多かったのは「広報かつしか」（34％）であった次いで「ミル」（15％）であり、この二
つで全体の半分を占める。他⽅で、「SNS」や「インターネット動画配信」も合わせると 23％であり、一
定の割合を占めている。 
 
 
  

【「ある」の主な回答例】 
・集客･団員募集に効果のある

チラシやポスター 
・HP 制作 
・SNS の活用 
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75%

24%

1%

Q10 かつしかシンフォニーヒルズ、かめありリオリオホー
ル利用の有無

ア 施設を利用・訪問したこと
がある

イ 知っているが施設を利用･訪
問したことはない

ウ そもそもかつしかシンフォ
ニーヒルズ、かめありリリオ
ホールを知らない

5% 5%

30%
60%

Q10 利用・訪問したことがない理由

ア 利用したいが空きがない

イ 利用⽅法がわからない

ウ 観たいコンサートや舞台、展
覧会がなく訪問する目的がない
エ その他

【「その他」の主な回答例】 
・必要がない 
・地区センター等で足りている 
・予算的課題 
・距離的課題 

Q10 （問）貴団体はかつしかシンフォニーヒルズやかめありリリアホールを利用・訪問したことがあり
ますか？ 

 「施設を利用したことがない」と「そもそも知らない」を合わせると 1/4 を占める。その主な理由は
「観たいコンサートや舞台、展覧会がなく訪問する目的がない」が 3 割を占めた。また 6 割を占める「そ
の他」の内訳としては、概ね「必要がない」「地区センターで足りている」「予算的課題」「距離的課題」
に集約できる。 
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40%

21%3%
3%

33%

Q11 施設にあってほしい機能

ア Wi-Fi

イ 練習室

ウ 調理室

エ ダンスホール

オ その他

順位 頻出数 文書数 単語
1 15 14 ネット
2 13 11 施設
3 12 11 申し込み
4 13 10 予約

Q11 （問）活動を続けていくうえで、施設機能としてあればいいと思う機能は何ですか？ 
 施設機能としてあればよいと思う機能としては、「Wi-Fi」が最も多く 40％であった。次いで「練習室」
も 21％と一定の割合を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q12 （問）施設の利用にあたり、申し込みなどの手続きが便利になるとしたら、どのようなことを望
みますか？ 
 自由回答のみであったが、その中の頻出単語を調べるとランキング上位が以下のように「ネット、施
設、申し込み、予約」であり、インターネットによる予約・決済システムを要望する意⾒が多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【「その他」の主な回答例】 
・鏡 
・防音室 
・音響･映像･配信用機材 
・机･椅子 
・小ホール 

【自由回答例】 
〈予約・申込〉 

・ネットで申込、抽選、決済、予約変更などが完結できるとよい 
・どの施設からでも全ての施設予約ができるとよい 
・ネット上で、全施設の空き状況が一覧でわかると便利 
・インターネット予約は２か月〜6 か月前に行いたい 

〈支払い⽅法〉 
・当日窓口でのクレジットや QR コード決済を導入してほしい 
・入金が窓口だけでなく振込や web からカード決済などの⽅法の導入 

〈利用⽅法〉 
・優先制度や優先枠設置、年間予約可など（区⺠や継続利用団体、助成制度採択利用など） 
・連続して落選している場合に抽選の優先順位は上がらないものか 
・練習場によっては鍵の管理・保管場所が離れている、地区センターで借りられるとよい 
・窓口での手続時間がかかる。先客がいると⻑く待つことになるのを解消してほしい 
・利用者会議のオンライン化 

 



資料編 17 
 

34%

10%23%

15%

18%

Q14 芸術作品の活用による区の新たな魅⼒を創出可能な取り組み

ア デザインと産業分野ものづくりとの融合

イ まちに潤いを与えるオブジェの設置

ウ 男はつらいよやこち⻲などの観光資源と
芸術作品とのコラボ
エ 区内商店街でのアール・ブリュット展の
実施
オ その他

【「その他」の主な回答例】 
・駅ナカのテナントが減っている。そんな場所を活用し、正規の美術教育を受けていない人による発

表を行うのも良いと思う 
・芸術家を招聘し、音楽祭、ビエンナーレの開催 
・他の団体と交流できるような機会があると広がりが生まれる 
・こどもの主体的な活動や成⻑を包み込む取り組みや街づくりができると良いと思います。 

17%

59%

12%

2%
9%

Q13 情報誌ミルの関心度
ア 非常に関心を持っている

イ そこそこ関心を持っている

ウ ほとんど関心がない

エ 全く関心がない

オ ミルを知らない

Q13 （問）文化芸術活動の情報誌である「ミル」が全⼾配布されていますが、どのくらい関⼼を持って
いますか？また、改善すべき点はありますか？ 

 情報誌「ミル」については約 75％が関心を持っており、多くの団体に活用されていることがわかる。 
 他⽅で「ほとんど関心がない」「全く関心がない」「ミルを知らない」も 1/4 を占めている。 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
Q14 （問）芸術作品（芸術・美術）を活用することで、葛飾区の新たな魅力を創出できる可能性のある

取り組みは何だと思いますか？（複数選択可） 
 最も多かったのが「デザインと産業分野ものづくりとの融合」であった。次いで「男はつらいよやこち
⻲などの観光資源と芸術作品とのコラボ」であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【改善すべき点の回答例】 
・音楽以外の情報がわかりにくい 
・国や都、区などの助成制度を紹介してほしい 
・登録団体の活動の様子や、活動の PR など、もっと取材してほしい 
・インターネット上で公開されているとより便利 
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10%
7%

11%

10%
10%11%

17%

17%

6%

Q15 区の新たな魅⼒を生み出すにはどのようなことが必要か

ア 創造性あふれるイノベーション人材の育成

イ 一人ひとり違うということの多様性意識の
醸成
ウ 区内中小企業の技術⼒とデザイン・アート
の融合
エ 産業分野と連携した、デザイン・アート賞
等イベントの開催
オ 葛飾ならではの男はつらいよやこち⻲など
映画や漫画を生かしたまちづくり
カ 文化財など歴史的な観光資源を生かした観
光事業
キ 誰もが交流や創作活動のために気軽に集う
ことができる場所の確保
ク 区内各地での音楽イベントやアートイベン
トの実施
ケ その他

【「その他」の主な回答例】 
・区内在住の芸術家が区内で活動しやすくする、場所の提供、資金援助 
・ワンコインでクラシックに触れられるラ・フォル・ジュルネのような取り組み 
・姉妹都市であるウィーンと連携して文化財の啓蒙活動 
・子どもたちがプロの芸術文化に出会うイベントの実施。（子どもがスタッフとしても参加できる） 
・地域の歴史的史跡を利用したアートイベントや区の文化財の宣伝 

 
Q15 （問）文化芸術を生かした葛飾区の新たな魅力を生み出すにはどのようなことが必要だと思います

か？（複数選択可） 
最も多かったのが「誰もが交流や創作活動のために気軽に集うことができる場所の確保」（17％）と「区

内各地での音楽イベントやアートイベントの実施」（17％）であった。他⽅で「区内中小企業の技術⼒と
デザイン・アートの融合」（11%）と「産業分野と連携した、デザイン・アート賞等イベントの開催」（10％）
も合わせると 21％となり一定の割合を占める。 
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順位 出現数 文書数 キーワード
1 57 42 イベント
2 27 25 音楽
3 29 23 連携
4 18 17 商店街
5 17 13 地域
6 13 13 参加

Q16 （問）貴団体が他分野との連携企画で参加したいと思う事業等はありますか？（自由回答） 
 自由回答のみであったが、その中の頻出単語を調べるとランキング上位が以下のように「イベント、音
楽、連携、商店街、地域、参加」であり、イベント実施による地域や商店街との連携を要望する意⾒が多
かった。             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【自由回答例】 
〈音楽〉 

・大学、専門学校との連携音楽イベントや伝統芸能おけいこイ
ベント 

・中・高との合同合唱イベント 
・読み聞かせ（絵本）や朗読と音楽の生演奏とのコラボ 
・ジャズフェスのような街全体での音楽イベントなど" 

〈生活文化・伝統芸能〉 
・茶道や華道とコラボして謡曲を活かすことができないか 
・神社やお寺と連携した華道・茶道イベント 

〈産業・観光〉 
・外国人と企業と飲食店が連携した祭りイベント 
・まち歩きイベントでの町工場や伝統工芸の⾒学 
・伝統工芸品を使っての踊りをとおして伝統工芸や伝統芸能

を知ってもらいたい 
・工場などの廃材を利用した作品づくりなどできたらよい 

〈福祉・子育て〉 
・福祉施設利用者と区内音楽家と町工場の知恵と技術とをか

けあわせたイベント 
・児童館や子育て施設とヨガをきっかけにママが息抜きので

きる時間を作るイベント 
・区内の児童養護施設やフリースクールと連携した教育プロ

グラムへの参加支援。 
〈スポーツ・健康づくり〉 

・武道に興味のある⽅々とのイベント 
・姉妹都市とのスポーツ交流 

〈地域イベント〉 
・近隣の公園や山本亭・堀切菖蒲園でのバザーや音楽イベント 
・絵画でストリートアート 
・ビールフェス⻲有を⻲有駅南口でやってみたい。 
・食文化に関して大学と連携し、知識ノウハウを活かした地域

貢献型のイベントができると良い 
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順位 出現数 文書数 キーワード
1 29 24 文化芸術
2 25 20 まち
3 22 20 葛飾区
4 18 18 画像
5 17 15 葛飾
6 15 13 下町
7 15 13 芸術

8 14 13 発展
9 14 13 文化

10 13 12 振興
11 13 12 都市
12 10 10 活動
13 15 9 区
14 10 9 地域

Q17（問）文化芸術振興が発展することによって得られる都市のイメージはありますか？また、葛飾区に
おける文化芸術とはどうあるべき、あるいは、どうあってほしいと思いますか？（自由回答） 

 自由回答のみであったが、その中の頻出単語を調べるとランキング上位が以下のように「文化芸術、画
像、下町」等であり、文化伝承や下町情緒の保全を要望する意⾒が多かった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【自由回答例】 
・下町情緒あふれる街並みを活かし、都心には残っていない

人情を生かした”下町文化”を残してほしい。 
 
・昔からの下町のイメージを残しつつ、葛飾 SC やキャプテ

ン翼などアニメやスポーツとの融合 
 
・23 区の中でも伝統工芸や町工場のイメージが強いので、

それがオシャレにプロデュース・発信されて海外の⽅な
どにも知ってもらえたらよい 

 
・下町的な魅⼒がありながら工業的にもトップレベルの技

術や物があるところが売りになるとよい。インダストリ
アルデザインアート 

 
・すでに世界中からサブカルチャーの街と認識されている

葛飾区なので、その側面と文化芸術との融合が非常に重
要と考える。⽅向性を間違えてはいけない。観光資源とし
てのサブカルチャーは大きな武器ではあるが、あくまで
も区⺠のための文化芸術振興であってほしい。１０年後、
１００年後葛飾区というブランドが世界でどの位置に立
っているかを⾒据えた⻑期的な展望を持って政策に当た
ってほしい。 

 
・文化芸術に身近に触れ合える町、年代に関係なく様々な世

代で文化芸術に触れ合える町になるとよい。 
 
・柴又や寅さんのイメージもあり、どこか懐かしさのある人

情味あふれる人々が暮らす、ふるさと葛飾だが、その良さ
を引き継ぎつつ、若者など次世代にもつなげられるよう
な、新しい発想で、魅⼒ある葛飾になってほしい。 
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順位 出現数 文書数 キーワード
1 33 30 心
2 16 15 生活
3 18 14 文化芸術
4 16 13 活動
5 13 13 交流
6 12 12 葛飾区

7 15 11 まち

8 10 10 人生

 
Q18（問）文化芸術活動を行うことで得られる効果はどのようなものがあると思いますか？（自由回答） 
 自由回答のみであったが、その中の頻出単語を調べるとランキング上位が以下のように「心、生活、活
動、交流、人生」などがあり、人と人のつながりをテーマにする意⾒が多かった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【自由回答例】 
・日本をより好きになる、葛飾をより好きになる、地域⼒の

向上、郷土愛 
 
・人の輪が広がる、世代間交流、人とのつながり 
 
・経済効果、活気のある生活、若い人が増える、賑わいの創

出、街の活性化 
 
・教養が養われ、そこで培われた多様性の認識と寛容さは世

界平和に繋がる 
 
・心が豊かに育つ、心にゆとりある暮らし、生活に潤い、生

き甲斐が生まれる、心の支え 
 
・発表することで達成感や自己肯定感が得られる。活動の場

は交流を生み孤立を防ぐことになる。文化芸術の振興は
健康寿命を大きく伸ばすと考える。 

 
・人生の質の向上、楽しみ⽅の向上 
 
・感動することが継続できるモチベーションを生む。多くの

ジャンルの芸術に触れ、たくさん感動することによって
未来の担い手が生まれる可能性が増えるのではないか。 


